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一般社団法人 玉名青年会議所 1

持続可能な地域行事支援体制づくりの提言書

はじめに

平素より、一般社団法人玉名青年会議所の活動に対し、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

当団体では、人口減少を前提とした持続可能な地域づくりを考える実証事業として、2026年度に「まち

のわくわくシェアステーション」を玉名市による後援のもと実施しました。

玉名市をはじめとする地方部では、人口減少を前提とした持続可能なまちづくりに向け、人・物・都市

機能を集約し、限られた資源を効率的に活用する「コンパクトシティ」への転換が進められています。

一方で、長期的に見れば、都市機能の集約が進む中心部から離れた地域ほど、人口減少や若年層の減少

、地域事業者の減少等に伴い、祭りや地域行事を支える担い手・協賛・予算の確保が難しくなり、地域

に受け継がれてきた行事そのものの縮小・中止につながる可能性が高まっていることを危惧しています

。私たちは、こうした人口減少下で将来的に生じ得る地域のつながりの希薄化を見据え、都市の縮小に

備えるだけでなく、縮小していく社会の中でも地域の人々が集い、つながり、「わくわく」を感じられ

る機会をいかに残し、育てていくかという視点が必要であると考えました。

そこで本事業では、地域内に既に存在する公共財や企業・団体等が保有する休眠機材を可視化し、必要

とする地域行事へつなぐ仕組みを試験的に構築しました。短期的には、機材調達に要する費用や準備負

担を軽減し、各実行委員会に直接的なメリットを生み出すことを目指す一方、長期的には、地域内の限

られた資源を互いに共有・循環させることで、人口減少が進む地域においても祭りやイベントを存続・

発展させ、人と人とのつながりを支え続けるための地域基盤へ発展させることを目的としています。し

たがって、本事業は単なる機材貸出や経費削減の取り組みではなく、人口減少・コンパクトシティ化が

進む将来を見据え、地域行事の持続可能性に前もって手を打つための実証事業として実施したものです。

具体的には、市内に点在する公共財・民間の休眠機材等をWeb上で集約・可視化し、地域行事・イベント

主催者からの相談に応じて、貸手と借手をつなぐ試験運用を行いました。その結果、地域資源の共同利

用には明確な需要と費用削減効果があり、人口減少下においても地域行事を継続する有効な手段である

ことが確認できた一方、運搬・受け渡し、専門知識、主催者に集中する事務負担など、継続運用に向け

た新たな課題も明らかになりました。

本書は、その課題の解決に向け提言を行うものであります。

実証結果の主要数値

Web掲載
アイテム数

37点

事業利用件数

12件

地域内共有・支援

延べ100品目

域外有償レンタル

延べ8品目

支援価値 ※

1,105,800円

※通常レンタル相当額は計1,324,600円。支援価値は相当額から実負担額を差し引いた試算。

※詳細は、参考資料1「事業実施結果一覧」を参照。
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提言事項

提言1 官民協働による継続的な運営体制の構築

既存の公共備品貸出制度と、民間・地域団体が保有する休眠機材を一体的に見える化し、行政・民

間・地域団体が役割分担して継続運用できる体制を構築することを提言します。

提言2 ワンストップ相談・コーディネート窓口の設置

機材選定、貸出条件、保険、外部レンタル、広報・申請等を含め、イベント主催者が『まずここに

相談すればよい』という一元的な窓口機能を整備することを提言します。

提言3 受け渡し・運搬を支えるハブ機能の整備

市保有機材については平日に限られる受け渡し、返却、運搬人員・車両の確保が利用障壁となった

ことから、民間を活用した週末対応可能な受け渡し拠点の整備を提言します。

提言4 維持更新費と地域内循環を両立するシェアリングモデルの構築

無償貸出だけに限定せず、機材の貸出料や運搬支援等に適正な対価を設定し、維持更新費や地域行

事の収入につながる仕組みを構築することを提言します。

提言に至った背景

本実証では、地域内共有・支援を延べ100品目、域外有償調達を延べ8品目行いました。

一方、発電機や長机・椅子等は、借用希望があっても保管場所が遠い、大型車両が必要、

平日の受取・返却が困難といった理由で利用につながらないケースが多く確認されました。

また、各地域の実行委員会と関わる中で、ステージ、テント、調理器具、綿菓子機、ドリンククーラー

（ドブ漬け）等を年に一度の祭りのために個別保有している一方、他地域のイベントではそれらが域外

レンタルされている実態も確認しました。これらを地域内で相互利用し、必要に応じて貸出料が所有団

体の収入となる仕組みは、地域資源の有効活用と行事予算の持続性を両立する可能性があります。



一般社団法人 玉名青年会議所 3

利用者から寄せられた主な声

伊倉地区夏祭り

・機材レンタル費を抑えられたことは、まず大きな助けになった。

・さらに、一箇所で機材のレンタル依頼が完結する窓口として機能してくれたことが助かった。

・これまでは近隣の公民館へ一件ずつ電話し、機材の回収・返却に回っていたため、窓口や受取場所が

まとまることに大きなメリットがあった。

・市役所機材の引取・返却が平日に限られる点は改善されるとありがたい。

しおまちパーク・マルシェ

・初めてマルシェを開催するにあたり、必要な機材や調達方法が分からず、相談できる窓口があったこ

とが非常に助かった。

・機材は借りたいが、平日の引取・返却への対応や、運搬用トラックの確保が難しい。

・運搬まで一体で対応できれば、さらに利用しやすい。

八嘉地区夏祭り

・機材を継続して使用するには、更新費を賄える仕組みも必要である。

・土日に返却できないことは利用上のネックになっている。

・市が既に実施している公共空間の賑わい創出のための機材貸出施策が十分認知されておらず、本事業

を通じて「こうした制度があることを初めて知った」という声が多く聞かれた。

繁根木祭り

・各地域が保有する機材を相互に貸し借りし、貸出料が地域行事の収入になれば双方にメリットがあ

る。

・地域ごとのリーダーや実行委員会がつながるハブがあることで、ノウハウ共有にも発展する可能性が

ある。

・機材を相互に貸し借りする副次効果として、日程被りが解消され、毎週市内各地で夏祭りが開催され

るような子どもたちにとっても楽しい地域になるのではないか。

・来年度も相談したい、実行委員会に入ってほしいという声が複数の団体から寄せられ、機材貸出だけ

でなく相談・調整機能への需要が確認された。
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実証事業の実施風景

地域の子どもたちで賑わう祭り会場 市・民間の共有機材が
実際の会場で活用される様子

音響機材（民間休眠機材）と
団体所有ステージの活用

地域の実行委員・関係者との意見交換
（地域行事が人と人の繋がりを維持する）

祭りの思い出が地域への愛着を育む 実行委員会での業務が負担となるケースも
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提言内容の詳細

1．官民協働による継続的な運営体制の構築

現在、公共備品は部署・施設ごと、民間機材は各団体・事業者ごとに分散して保有・管理されていま

す。必要な情報が利用者から見えない状態では、地域内に使える資源が存在していても、各イベントが

個別に域外レンタルを行う構造が続きます。

そこで、以下の機能を官民協働で継続する体制を提言します。

・公共施設、地域団体、事業者が保有する貸出可能資源の継続的な登録・更新

・既存の玉名市公共備品貸出制度と民間の休眠機材情報を一つの入口から横断的に検索できる仕組み

・利用実績、需要の高い機材、運営負担等を蓄積し、毎年改善する運営体制

・行政は制度と公共備品の拡充、民間は専門知識・専門機材・運営力を担う役割分担

実証から得られた根拠

Webサイトには37点を掲載しましたが、実行委員会への聞き取りを進める中で、未掲載のステー

ジ、調理器具、綿菓子機、ドリンククーラー等が各地域に多数存在することが分かりました。掲載資

源は今後さらに拡充できる余地があり、更なる相互利用に発展する見込みがあります。また、地域資

源が見える化され、どこに何があるかが整理されることは、災害対策時にも有効に活用できる仕組み

へと発展させることも可能です。

2．ワンストップ相談・コーディネート窓口の設置

利用者から高く評価されたのは、単なる機材リストではなく「一箇所で相談・依頼が完結すること」で

した。初めてイベントを開催する主催者や毎年の運営業務が負担となっている主催者にとっては、必要

機材の種類・数量・価格・保険・運搬方法を自力で判断すること自体が大きな負担です。

窓口に求められる主な機能

・イベント規模、内容の聞き取りと必要機材の選定

・公共備品、地域内共有機材、外部レンタルの最適な組み合わせ提案

・安全なお祭り実行体制の確保（保険の紹介）、貸出条件、破損時対応等の案内

・チラシ、広報、補助金、協賛等の関連相談への接続

・主催者と貸出元の連絡調整を一元化するコーディネート
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提言内容の詳細
続き

3．受け渡し・運搬を支えるハブ機能の整備

発電機、長机、椅子等は借用希望があっても、保管場所が分散し、回収・返却に長時間を要すること

や、運搬車両を確保できないことが実利用の障壁となりました。また、市の公共備品についても平日の

引取・返却が原則であることが、土日開催の地域行事にとって負担となっています。

具体的には、次のような段階的整備を提言します。

・土日を含む受け渡しが可能な運用方法の検討（民間連携）

・利用頻度、運搬負担の大きい大型備品を中心とした中央受け渡し拠点の設定

・軽トラック等による有償運搬支援、または地域事業者との配送連携

・全資源を一極集約せず、地域ごとの最低限備品は分散保有を残すハイブリッド型の保管（災害リスク

の分散）

・複数施設を回収・返却して回る利用者負担を、運営側で集約する仕組み

行政資産管理への波及可能性

公民館・公共施設ごとに同種備品を重複保有する必要性を見直し、利用頻度の高い資源は共通拠点で

管理することで、将来的には購入・更新費用の最適化につながる可能性があります。ただし、災害時

利用や地域ごとの即応性を考慮し、必要最低限の分散保有は残すことが望まれます。

4．維持更新費と地域内循環を両立するシェアリングモデルの構築

市が保有する公共備品であっても、民間機材であっても、団体保有機材であっても、貸し出しを続ける

中でいずれ破損します。地域資源の共同利用を持続させるには、善意による無償貸出だけに依存せず、

機材の維持・更新費や運営費を確保できる受益者負担の仕組みが必要です。実際に現場からも「今ある

機材が破損した時の買い替えが大きな負担として見込まれる」という意見がありました。

・地域団体、民間所有者が貸出条件と料金を設定し、利用日数等に応じて収入を得られる仕組み

・運搬支援、設営支援、コーディネート等を適正価格の有償サービスとして設定

・公共性の高い資源は無償または低額、民間資源や専門サービスは有償とする柔軟な料金設計

・保険代理店等と連携し、イベント保険・借用物破損リスクへの対応を案内できる仕組み

・既存レンタル事業者と競合するのではなく、地域内で不足する品目・専門機材を補完してもらう連携

（発注の一元化により数量が一定確保されれば割引相談も可能となる）
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実装に向けた段階案

第1段階 既存制度・資源の整理
玉名市の公共備品貸出制度、地域団体・民間の貸出可能資源、

現在の窓口・保管場所を整理する。

第2段階 窓口機能の試行
対象イベントやエリアを限定し、相談受付・機材選定・

貸出調整を一元的に行う。

第3段階 受け渡し・運搬の改善
週末受け渡し、中央ハブ、有償運搬等を小規模に試行し、

利用者負担と運営コストを検証する。

第4段階 地域内シェアの拡大
祭り実行委員会・学校・事業者等の休眠機材登録を増やし、

有償貸出を含む地域内循環モデルへ発展させる。

第5段階 イベントインフラへの拡張
保険・広報・補助金・協賛等の関連支援を連携させ、

主催者の準備負担を軽減する。

期待される効果

1
地域行事の継続性向上

特に過疎化が先行する地域において、機材調達費と準備負担を抑え、祭り・地域行事の縮小や中止

リスクを低減します。

2
イベント予算の地域内循環

域外レンタルへの支出を抑えるとともに、貸出料が地域団体・所有者の収入となる循環を生み出し

ます。公共財の過剰所有の抑制に繋がります。

3
公共財・休眠資源の有効活用

既に地域に存在する資源の稼働率を高め、重複購入や更新費の最適化につなげます。

4
実行委員の準備負担軽減

相談・調整・運搬等を一元化することで、少数の担い手へ集中している事務負担を軽減します。

（担い手不足解消）

5
新規イベントの立ち上げ支援

何を準備すればよいか分からない初開催者でも相談できる環境を整え、市民主体の新しい活動を後

押しします。

6
地域リーダー・団体間の連携強化

資源の貸し借りを入口として実行委員会や地域リーダー同士の接点を増やし、ノウハウ共有へ発展

させます。
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結び

本実証は、地域に眠る資源を可視化し、必要とする地域行事へつなぐことで、地域内の既存資源が

イベントの継続を支える力になり得ることを確認する取り組みでした。37点の資源を可視化し、12

件の利用につながったこと、延べ100品目を地域内共有・支援で賄い、支援価値1,105,800円とい

う結果が得られたことは、地域資源の共同利用に実際の需要と経済的効果があることを示していま

す。

一方で、実際の現場に入ったからこそ、機材が「ある」だけでは利用されず、相談、調整、受け渡

し、運搬、保険、専門知識、広報等をつなぐ運営機能が必要であることも明らかになりました。特

に過疎化が先行する地域では、金銭面と担い手負担の双方が地域行事の継続を難しくしていくこと

が想定されます。地域行事の減少は、人と人との繋がりの減少を直ちに意味し、災害時のリスク上

昇要因となるばかりか、子どもの地域への愛着を形成する機会をも奪い、若年層の人口流出をます

ます加速させ、またその後にも地元へUターンする動機づけさえ行えないこととなります。

本提言は、新たに大規模な施設や制度を一度に整備することを求めるものではありません。まずは

既存の公共備品貸出制度と地域内の民間資源をつなぎ、小規模な窓口機能・受け渡し・運搬支援か

ら段階的に検証し、玉名市に適した持続可能な『地域のイベントインフラ』へ育てていくことを提

案するものです。

以上、本実証で得られた成果と現場の声を踏まえ、玉名市におかれましては、既存施策との接

続を含めた継続的な地域資源シェアの仕組みについて、関係部署・地域団体・民間事業者等と

の協議の機会を設け、段階的な実装をご検討いただきますようお願い申し上げます。

参考資料

参考資料1 「事業実施結果一覧」

参考資料2 事業Webサイト「まちのわくわくシェアステーション」

(https://www.wakuwaku-sharestation.com)
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 100 ¥1,105,800

1 7 26 9 ¥82,280
2 8 2 9 ¥59,070
3 8 22 18 ¥202,120
4 9 5 10 ¥82,440
5 9 21  WEB 4 ¥23,650
6 10 3 4  16 ¥158,560
7 10 3 5 ¥291,050
8 10 3 - WEB 1 ¥5,500
9 10 24 WEB 5 ¥25,520

10 10 31 13 ¥83,870
11  10 31 5 ¥25,520
12 10 31 - WEB 5 ¥66,220
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*  TEL 090-4344-1587

9

0

82,280

0

No.

1 YAMAHA (  ) / EMX5 1 ¥12,100
2 JBL (  ) / JRX212 PA 2 ¥12,100 500W x2
3 2 ¥2,420
4 3 ¥4,950
5 20m 3 ¥4,950
6 max. 50m 1 ¥3,300
7 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2

8   2 x3 2 ¥28,600

9 2 ¥660

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

9

0

59,070

0

No.

1 YAMAHA (  ) / EMX5 1 ¥12,100
2 JBL (  ) / JRX212 PA 2 ¥12,100 500W x2
3 2 ¥2,420
4 3 ¥4,950
5 20m 3 ¥4,950
6 max. 50m 1 ¥3,300
7 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2
8 CD 1 ¥4,400
9 BT 1 ¥1,650

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587
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3

202,120

99,000

No.

1 YAMAHA (  ) / EMX5 1 ¥12,100
2 JBL (  ) / JRX212 PA 2 ¥12,100 250W x2
3 4 ¥4,840
4 3 ¥4,950
5 20m 3 ¥4,950
6 max. 50m 1 ¥3,300
7 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2
8 JBL (  ) / EON715 PA 2 ¥17,600 650W x2
9 2 ¥5,000

10 CD 1 ¥4,400
11 PA  R6 023 1 ¥3,300

12 R5 001 003 3 3 ¥33,000
13 R5 004 007 4 4 ¥35,200
14 R5 008 009 2 2 ¥2,200
15 R5 011 028 18 18 ¥11,880

16  R5 061 069 9 ¥9,900
17  R6 005 006 2 ¥2,200

18 LED  R5 111 114 4 ¥22,000

19   12L 2 ¥17,600 ¥17,600
20  3 ¥59,400 ¥59,400
21 1 ¥22,000 ¥22,000

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

10

0

82,440

0

No.

1 YAMAHA (  ) / EMX5 1 ¥12,100
2 JBL (  ) / JRX212 PA 2 ¥12,100 250W x2
3 4 ¥4,840
4 3 ¥4,950
5 20m 3 ¥4,950
6 max. 50m 1 ¥3,300
7 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2
8 JBL (  ) / EON715 PA 2 ¥17,600 650W x2
9 2 ¥5,000

10 CD 1 ¥4,400

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587
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0

23,650

0

No.

1 R6 024 1 ¥3,300
2 R6 003 004 2 ¥9,900
3 R5 131 133 LED 3 ¥4,950
4 R5 111 114 LED 1 ¥5,500

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

16

0

158,560

0

No.

1 YAMAHA (  ) / EMX5 1 ¥12,100
2 JBL (  ) / JRX212 PA 2 ¥12,100 250W x2
3 4 ¥4,840
4 3 ¥4,950
5 20m 3 ¥4,950
6 max. 50m 1 ¥3,300
7 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2
8 JBL (  ) / EON715 PA 2 ¥17,600 650W x2
9 2 ¥5,000

10 CD 1 ¥4,400
11 PA  R6 023 1 ¥3,300

12 R5 001 003 3 ¥33,000
13 R5 004 007 3 ¥26,400
14 R5 011 028 12 ¥7,920

15 R5 071 074 4 ¥2,200
16 R6 007 016 10 ¥3,300

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587
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291,050

34,000

No.

1 R6 003 004 2 ¥9,900
2 R5 131 133 LED 3 ¥1,650
3 R5 111 114 LED 4 ¥22,000
4 1 ¥280,500 ¥34,000 ¥34,000
5 R5 001 003 1 ¥11,000

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587
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0

5,500

0

No.

1 R5 071 081 10 ¥5,500

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

5

0

25,520

0

No.

1 2 ¥2,420
2 2 ¥3,300
3 20m 2 ¥3,300
4 1 ¥3,300
5 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

13

5

83,870

85,800

No.

1 YAMAHA  / 1 ¥12,100
2 JBL / PA 2 ¥12,100 250W x2
3 JBL / PA 2 ¥17,600
4 2 ¥5,000
5 2 ¥2,420
6 1 ¥1,650
7 20m 1 ¥1,650 150W x2
8 1 ¥3,300 650W x2
9 JBL / PA 1 ¥3,300

10 30M 1 ¥2,200 ¥2,200
11 50M 1 ¥3,300 ¥3,300

12   W1800xD1800 2 ¥17,600
13  10kg R5 011 016 6 ¥3,960

14  R6 005 006 2 ¥2,200
15  R6 007 009 3 ¥990

16 ( / / ) 1 ¥19,800 ¥19,800
17 2 1 ¥38,500 ¥38,500
18 1 ¥22,000 ¥22,000

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587

5

0

25,520

0

No.

1 2 ¥2,420
2 2 ¥3,300
3 20m 2 ¥3,300
4 1 ¥3,300
5 JBL (  ) / EON208P PA 1 ¥13,200 150W x2

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/
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*  TEL 090-4344-1587
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0

66,220

0

No.

1 R5 001 003 3 ¥33,000
2 R5 011 022 12 ¥7,920
3 R5 061 069 9 ¥9,900
4 R5 071 088 18 ¥9,900
5 R5 121 1 ¥5,500

 

 

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/

  https://www.wakuwaku-sharestation.com/projectstory/



持続可能な地域行事

支援体制づくりの提言書

2026年度「まちのわくわくシェアステーション」実証事業

2026年11月

一般社団法人 玉名青年会議所

第70代理事長 塩山 治彦

〒865-0051 熊本県玉名市繁根木94-3

TEL：0968-74-2970

担当：まちづくりグループ 未来わくわく共創委員会

委員長 近藤 優輝 TEL：090-4344-1587

まちのわくわくシェアステーション

https://www.wakuwaku-sharestation.com

玉名市への提言書（デジタル版）

https://www.wakuwaku-sharestation.com/

tamana-proposal-2026/

https://www.wakuwaku-sharestation.com/
https://www.wakuwaku-sharestation.com/%20%20tamana-proposal-2026/
https://www.wakuwaku-sharestation.com/%20%20tamana-proposal-2026/

